
  1 

長崎海洋産業クラスター形成推進協議会 
活動紹介 

 
 

第101回 エコ塾 
2016年 11月25日 



  

 

【設立手続】平成２６年３月１９日（任意団体）    
【法人登記】平成２６年１０月１０日（NPO法人） 
【事務所】〒850-0862 長崎市出島町１-４３ D-FLAG 105 
             TEL（095）893－8251 
【理事長】 協和機電工業㈱ 代表取締役会長 坂井 俊之 
【副理事長】不動技研工業㈱ 取締役会長   小松 雄介 
【役員】  理事10名 監事 2名 
【会員】（平成28年1月現在）正会員5５社 賛助会員12社 
 ○特別会員 ８社   
  協和機電工業・不動技研工業・大石建設・扇精光コンサルタンツ・ 
  西海建設・本間建設・渋谷潜水工業・後藤運輸 
 ○一般会員 ４７社 
  長崎25社・佐世保9社・諫早4社・五島3社・西彼杵3社・東京１社・ 
  大阪1社 
 ○賛助会員 11社 （会費なし ）         
  三菱重工（株）長崎造船所・三菱電機（株）長崎支店・EMEC・ 
  日本海事協会ほか 
 

長崎海洋産業クラスター形成推進協議会の概要 
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海洋産業クラスター形成に係るＳＷＯＴ分析 

      ○海洋産業分野で国内企業のシェ
アが縮小している 

      ○大手企業のグローバル化対応や
再編が進んでいる（企業城下町
の危機） 

      ○技術・技能職の世代交代が進ん
でいない 

      ○アジア地域で中国・韓国にリー
ドされる可能性が高まっている 

      ○実証フィールドの整備財源が 
       欠如している 
      ○中小企業の研究開発、販路開 
       拓、資金力が不足している 
      ○海底ケーブル等の系統連携が 
       脆弱 
      ○県外に就職する若年層が多い 

○海洋・環境産業拠点特区に 
 選定された 
○県内三海域が海洋再生可能 
 エネルギー実証フィールドに 
 指定された 
○長崎海域で洋上風力・潮流発電 
 を予定する大手企業が存在する 
○先進地スコットランドとの連携 
 が進んできた 

○造船等の海事産業が集積して 
 いる（産業インフラの充実、 
 高度な技術力、豊な人材など） 
○海洋の風力・潮力のエネルギー 
 ポテンシャルが高い 
○海洋関連の学部（造船・水産等） 
 や研究機関が立地している 

Opportunities Threats 

Weaknesses Strengths 

強み 弱み 

脅威 機会 
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代表的なプロジェクト 
 
１． 五島奈留島沖 ２MW級 潮流発電プロジェクト 
   （環境省委託事業） 
 
 
２． 浮体式洋上風車の環境観測のための、無人環境観測タワーの開発 
   （環境省 補助事業） 
 
 
３． JETRO 地域間連携事業  長崎ースコットランド 
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■五島 奈留瀬戸 潮流発電プロジェクト 
 
■環境省 2016年度10月 ～ 2019年度末の3.5ヵ年 
 
■企業連合 
  → 九電みらいエナジー 
  → 新日鉄住金エンジニアリング 
  → クラスター協議会 （長崎海洋産業クラスター形成推進協議会） 

   現地の流速や海底などの調査と、ケーブル敷設等を担当 

  → オープンハイドロテクノロジージャパン 

   アイルランドに本社のある、潮流発電機のメーカー 

 

五島奈留島沖 ２MW級 潮流発電プロジェクト 
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五島奈留島沖 ２MW級 潮流発電プロジェクト 
 

奈留瀬戸 

→ 中身は動画で、、、 
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五島奈留島沖 ２MW級 潮流発電プロジェクト 
 

スケジュール 

2016 FY 2017 FY 2018 FY  2019 FY  

各種調査 

調達・製作 

工事・設置準備 

設計 

実証運転 

設置工事 
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五島奈留島沖 ２MW級 潮流発電プロジェクト 
 

流速の計測 

海域の調査 

（データはサンプルです。） 



  

コンソーシアム 

西部環境調査 

宮本電機 

西海建設 

長崎の地場企業６社による、浮体式洋上環境観測タワーの開発 

渋谷潜水工業 

協和機電工業 クラスター協議会 

長崎県工業技術センター 



  

Schedule 

2016 FY 2017 FY 2018 FY  - 

Development of Observation 

System  

Field Test 

off Goto Island 

Practical Use  for 
Offshore Wind 
Turbine  Farm 

Development of Data Analysis 

Techniques  



  

 
 
 
 

 
 
 
 

RIT事業による 
ビジネス交流 

・造船・造機及びエネルギー関連企業 
 （会員企業） 
・長崎県ほか県内行政機関 
・長崎大学、長崎総合科学大学 

・欧州海洋エネルギーセンター 
（EMEC） 
・Carbon Trust 
・Aquatera、SeaRocほか Jetro 

長崎 

  
 長崎県－英国（スコットランド）【海洋再生可能エネルギー】  

2015年度～ 
 

スコットランド国際開発庁
（Scottish Development 

   International） 
 

 

●長崎県内には「海洋関連産業」として、造船・造機の大手事業所や、その関連企業が集積し、  製
缶・機械加工に関する豊富な技術が蓄積され、県内の基幹産業となっている。 

●一方、スコットランド地域には、オークニー諸島の欧州海洋エネルギーセンター（EMEC）を中心 
に、海洋再生エネルギー分野に関する先端的な技術や知見を有する企業、研究機関が集積   している。 

●県内企業が造船関連技術を応用できる同分野において、技術力・販売力の強化、経営自立化  を通じ
た地域活性化・地方創生を目指して、先行する海外企業・研究機関との連携の可能性を調査する。 

Jetro 
ロンドン 

グローバル化戦略事業 
（海洋エネルギー先進地、スコットランドとの連携事業） 
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 特定非営利活動法人 
 長崎海洋産業クラスター 
 形成推進協議会 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://kininarukininaruru.blog.so-net.ne.jp/2014-09-10&ei=v2ssVbiCGaizmAXA7oCIBw&bvm=bv.90790515,d.dGY&psig=AFQjCNFG9y-82URXLhVOS-S81t0YMbrvUg&ust=1429060923886770
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設立 1991年 本社 アバディーン 

業種 水中音波計測機器の開発、販売 会社規模 
アバディーン、エディンバラ、テ

キサスに拠点 

水中調査業界向けの、非常にコンパクトで、手頃な価格、最高性能
の曳航式サイドスキャンソナー（側面走査音波探知機）や、 
サブボトムプロファイラーなどの機器を開発、販売している。 

特徴 

長崎、日本
との関係 

クラスター協議会、会員企業で取り組んでいる、浮体式環境観測シ
ステムの開発において、この会社のサブボトムプロファイラーの採用
を検討している。 

Peregrine Road 
Westhill Business Park 
Westhill, Aberdeenshire 
AB32 6JL. Scotland 
United Kingdom 
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設立 1996年 本社 エジンバラ 

業種 
世界最高精細度のリアルタイム３
Dイメージングソナーの開発、販売 

会社規模 
エジンバラ、パース（豪）、フロリ

ダ（米）に拠点 

高精細度のリアルタイムイメージングソナーの特許を保有。 
石油ガス業界、再生可能エネルギー業界 
での実績多数。 

特徴 

長崎、日本
との関係 

ケーブル敷設、潮流発電機の設置などの洋上工事や、洋上風力の
水面下のモニタリング、メンテナンスなどに活用できる可能性がある。 
海外では、ROVへの搭載実績もある。 

The Bond Bldg,  
Breadalbane St,  
Edinburgh EH6 5JW 
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設立 1995年 本社 サウサンプトン 

業種 ケーブルコネクターメーカー 会社規模 ― 

イギリスで有力なケーブルコネクタメーカー。 
オープンハイドロ社が採用している。 

特徴 

長崎、日本
との関係 

五島沖での潮流発電実証事業において、ETA社のケーブルコネク

ターが使用される可能性がある。日本にはコネクタメーカー自体が
存在しないため、関連分野について得るものが多いと思われる。 

108 The Hundred, Romsey, 
Hants, SO51 8BY. UK.  


